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今年度の西中生徒の永久いよいよ夏休み

歯の虫歯保有率は、約２９自律の家庭生活を！

％（全国平均１８％）です。

ついこの間、入学式・始業式が行われたと思 虫歯は、治療なしには、気力や体力ではなおり

ったら、あっという間に１学期の終業式です。 ません。治療のすすめをもらった人は、早めに

入学式・始業式のころには、どんなふうに中学 歯医者へ行ってください。

校生活を過ごすか、今年１年をどう過ごすかな また、虫歯のあった人も、幸い虫歯

ど親子で会話したことでしょう。１学期が終わ がなかった人も、歯磨きの習慣を身に

りどの程度達成できたでしょうか。夏休みを使 付けさせてください。学校では給食の後に５分

い、またじっくり話し合ってほしいと思います。 間の歯磨きタイムを取っています。

夏休みが始まるにあたって、保護者の方に是 ところで、歯磨きの

非知っておいてほしいことがあります。それは 習慣も、「しつけ」の一

夏休みの過ごし方でお子さんの成長に大きな違 環だと思います。食事

いが出るということです。夏休みは自主性・自 が終われば、それで終わりではなく、きちんと

律性を高めるいい機会です。（もしかしたら、 汚れた歯を磨くまでを覚えさせる。理想は、食

ご自分が中学生時代から何遍も聞いてきたこと 事ごとの歯磨きです。

かもしれませんが…） 習慣化させるまでは大変かもしれませんが、

宿題のこと、部活動のこと、 歯磨きの習慣は一度身につくと、継続しやすい

友人関係のこと、遊びのこと、 のが特徴です。磨いた後の爽快感を知るからで

学校でも十分に指導していき す。慣れてしまえば、むしろ歯磨きをしないほ

ますが、是非ご家庭でもご指導 うが落ち着かなくなります。いつも歯を磨く習

ください。親としての思いをしっ 慣があれば、歯を磨かないほうが不自然になり

かりと語ってください。 ます。そういう気にさせれば、しつけは大成功

家の手伝いをさせる、勉強の時間などの計画 です。歯を磨いた後の爽快感が病みつきになり、

をもたせる、早寝早起きをさせる、目標を持た 夜、歯を磨かないと寝られなくなるほどです。

せるなど、それぞれの学年の発達状況に合わせ 親ががみがみ言わなくても、自分から進んで歯

家族で約束をつくってほしいと思います。２年 磨きをするようになるのです。

後、３年後、今年の夏休みの過ごし方が影響し 他の生活習慣なども歯磨きの例に似ています。

てくるのですから。 子育てに遅すぎることはないそうです。

ところで、夏休みは子どもたちにとって「自 今からでもいつからでも大切なことは

由」な時間が増えます。自由に過ごすこととは 教えていくことが大切です。

好き勝手にわがままに過ごすことではなく、必 学校では、夏休みに向けて、各学年の集会で

ず責任を伴うものだということ、勉強・部活動・生活習慣・安全などへの指導や、

それが将来にどのような影響を ＳＮＳ講習会などを行っています。

与えるかについても、お子さんに 別に配布される、「夏休みのしおり」「各学年

伝えてやってほしいと思います。 通信」等に、必ず目を通し、親子で十分に話し

自主・自律を促す言葉がけをするときに前々 合ってください。

号(12 号)で述べたように、「やりたいけど、やっ 夏休み中も、お子さんの心配事、その他学校に関

てはいけない。やりたくないけど、やらなければ する質問などがありましたら、遠慮なく担任はじめ

ならない。」を利用していただくと幸いです。 関係職員、教頭、校長へお問い合わせください。

２学期始業式（８月２９日）に子どもたちが全員元気に登校することを楽しみにしています。

目指す生徒像：「自ら学び自ら考える生徒 心豊かで思いやりのある生徒 健康でたくましい生徒」
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